
バズ・ファイブ

　
市
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
定
着
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
市
民
と

の
交
流
事
業
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
な
ど
、
様
々
な
優
れ
た
音
楽
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
24
年
1
月
26
日
（
木
）

〜
28
日
（
土
）
に
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
が
、

2
月
2
日
（
木
）
〜
4
日
（
土
）
に
は
バ
ズ

フ
ァ
イ
ブ
が
市
に
や
っ
て
き
て
、
市
内
小
・

中
学
校
で
の
出
前
公
演
や
指
導
会
、
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
コ
ン
サ
ー
ト

　
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
は
、
礒
絵
里
子
さ

ん
と
神
谷
未
穂
さ
ん
の
従
姉
妹
同
士
か

ら
成
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
デ
ュ
オ
で
、

今
年
結
成
十
周
年
を
迎
え
、
テ
レ
ビ
出

演

等

で

注

目

を

集
め
て
い
ま
す
。

　
礒
さ
ん
は
、
桐

朋
学
園
大
学
卒
後
、

文
化
庁
芸
術
家
在

外
派
遣
研
修
員
と

し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
王
立
音
楽
院
に

留
学
し
、
現
在
は
洗
足
学
園
音
楽
大
学
講

師
を
務
め
て
い
ま
す
。
数
々
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
、
国
内

外
著
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
、
ヤ
マ

ハ
・
バ
イ
オ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、
社
会
貢

献
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
神
谷
さ
ん
は
、
桐
朋
学
園
大
学
を
卒

業
後
、
文
化
庁
芸
術
家
在
外
派
遣
研
修

員
と
し
て
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
音
楽
大
学
に

留
学
、
さ
ら
に
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院

最
高
課
程
を
修
了
。
現
在
、
仙
台
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
を
勤
め
て
い
ま
す
。
数
々
の

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
、
国
内
外
で
の

リ
サ
イ
タ
ル
を
は
じ
め
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
も
多
数
共
演
し
、
い
ず
れ
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ピ
ア
ノ
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
の
だ
め

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
で
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
野

田
恵
（
役
名
）
の
音
源
を
担
う
な
ど
、

幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
石
岡
久
乃
さ
ん

が
務
め
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
1
月
28
日
（
土
）

　
開
演
　
午
後
2
時

　
開
場
　
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
5
0
0
円
）

▼
助
成
　
財
団
法
人
地
域
創
造

バ
ズ
・
フ
ァ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　
バ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
は
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

2
本
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
テ

ュ
ー
バ
に
よ
る
金
管
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、

１
９
９
７
年
東
京
芸
術
大
学
の
同
期
生

に
よ
っ
て
結
成
。
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
に
て
祝
賀
演
奏
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ス
・
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

２
０
０
１
』
金

管
五
重
奏
部
門

第
1
位
の
ほ
か
、

数
々
の
受
賞
歴

が
あ
り
ま
す
。

個
々
の
演
奏
技

術
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

能
力
や
、
舞
台
進
行
等
も
高
く
評
価
さ
れ
、

全
国
各
地
に
て
演
奏
会
や
吹
奏
楽
指
導

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
平
成
24
年
2
月
4
日
（
土
）

　
開
演
　
午
後
2
時

　
開
場
　
1
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円

　
（
高
校
生
以
下
5
0
0
円
）

▼
助
成
　
財
団
法
人
地
域
創
造

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
正
月
飾
り
の
作
り
方
を
知
り
、
用
意

し
た
材
料
の
わ
ら
を
使
っ
て
作
品
作
り

を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
八
代
郷
土
館

▼
定
員
　
20
名
（
市
民
優
先
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
12
月
1
日
（
木
）
〜
8
日

（
木
）
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
、
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

礒�絵里子さん（左）と神谷�未穂さん

　

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
六
回
は
、

先
月
11
月
3
日
、
文
化
の
日
に
八
代
町

米
倉
地
区
鉾
衝
神
社
で
行
わ
れ
た
米
倉

人
形
三
番
叟
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

八
代
町
の
伝
統
芸
能

　
八
代
町
は
古
く
か
ら
芸
能
が
盛
ん
な

と
こ
ろ
で
、
県
や
市
の
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
岡
の
式
三
番
叟
や
永

井
天
神
社
の
神
楽
そ
し
て
米
倉
の
人
形

芝
居
な
ど
古
く
か
ら
の
優
れ
た
芸
能
が

あ
り
ま
す
。

　
米
倉
地
区
に
は
こ
の
地
区
の
氏
神
さ

ん
で
あ
る
鉾
衝
神
社
と
い
う
お
宮
が
あ
り
、

お
宮
の
保
存
庫
に
は
、
昔
使
わ
れ
て
い

た
人
形
芝
居
の
頭
が
43
点
と
衣
装
・
道

具
一
式
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
形
三
番
叟
と
は

　
米
倉
の
人
形
芝
居
に
は
あ
や
つ
り
人

形
と
三
番
叟
が
あ
り
、
言
い
伝
え
に
よ

る
と
江
戸
中
期
に
発
祥
し
、
当
時
の
名

主
の
保
護
を
受
け
て
村
の
若
い
人
た
ち

に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ

や
つ
り
人
形
に
つ
い
て
詳
細
は
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
17
年
頃
ま
で
行

わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
の
人
形
三
番
叟
と
は
、
能
楽
の

ひ
と
つ
で
あ
る
式
三
番
を
人
形
を
使
っ

て
演
じ
る
も
の
で
す
。
舞
台
は
能
舞
台

形
式
そ
の
も
の
で
あ
り
、
背
面
に
鏡
板
、

音
曲
方
は
囃
子
座
に
据
え
、
三
体
の
人

形
が
舞
い
ま
す
。

　
経
緯
と
し
て
は
、
1
月
14
日
と
6
月

14
日
の
夜
に
、
疫
病
神
が
村
に
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
に
浅
川
に
か
け
ら
れ
た
橋

の
上
や
村
境
の
道
路
な
ど
で
、
明
治
42

年
ま
で
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
2
年
、
お
よ
そ
81
年
の
と
き
を
経
て

人
形
芝
居
の
う
ち
三
番
叟
が
区
民
有
志

の
熱
意
に
よ
り
復
活
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
舞
の
特
徴

　
ま
ず
は
「
千
歳
」
と
呼
ば
れ
る
若
者

の
象
徴
と
さ
れ
る
人
形
が
長
寿
を
祝
い

舞
い
ま
す
。
次
に
「
翁
」
と
呼
ば
れ
る

集
落
の
長
を
象
徴
す
る
人
形
が
天
下
泰

平
を
祈
り
舞
い
、
最
後
に
「
三
番
」
と

呼
ば
れ
る
農
民
の
象
徴
と
さ
れ
る
人
形

が
五
穀
豊
穣
を
祝
い
舞
い
ま
す
。

　
人
形
は
そ
れ
ぞ
れ
「
主
遣
い
…
頭
と

右
手
」
「
左
手
遣
い
」
「
足
遣
い
」
と
呼

ば
れ
る
三
人
の
黒
子
姿
の
遣
い
手
が
技

術
を
駆
使
し
て
華
麗
に
舞
わ
せ
ま
す
。

こ
の
三
体
の
舞
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
「
三
番
」
の
舞
は

激
し
く
勇
壮
で
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
各
地
の
伝
統
芸
能
が
担
い
手
な
く
姿

を
消
し
て
い
る
中
で
、
数
十
年
の
時
を

経
て
復
活
し
た
こ
の
人
形
三
番
叟
を
皆

さ
ん
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

「千歳」の舞

「翁」の舞

「三番」の舞

は
や
し
ざ

か
が
み
い
た

せ
ん
ざ
い

お
も

お
き
な

よ
ね
ぐ
ら

ほ
こ
つ
き

さ
ん
ば
そ
う


